
地域の交通と福祉の課題解決を⽬指すCommunity Drive プロジェクト
― 富⼭県⿊部市と広島県福⼭市における実証―

⽻⿃達也／⽇建設計
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地域課題の解決にむけたコツ

「対話は誰とすべきか」

「情報はどこにあるか」

「情報はどうすれば伝わるか」

「仮説はどんなものか」
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解決すべき構造的課題

黒部市（人口約3.9万人、高齢化率33%）を中心に実証を展開

全国約1,200自治体が同様の移動課題に直面

地方の移動課題は福祉・教育・物流等と相互に関連

従来の「実証実験→撤退」の悪循環から脱却が必要
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なぜ人にフォーカスするのか？

技術的に解決できるという仮説があっても、人手がおらず、部外者への信頼感がない状
況では新しい技術も根付かない。

２０２４年７月２５日 日経クロステック ２０２４年６月１３日 ダイヤモンドオンライン
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Community Drive プロジェクトとは

人材の
発掘と育成

横断的な
連携・共創

土壌づくり
のプログラ
ム開発

地域を動かす人材である

｢コミュニティ・ドライバー｣

の発掘と育成

地域住民、行政、企業等の

それぞれのセクターの

課題を共有し共創していく

「住民の主体性」と

「地域の合意形成」を地域に生み出す

プログラムを提供

注）コミュニティドライバーの「ドライバー」は運転手という意味ではなく、地域の移動課題解決に主体的に取り組んでいく人材のこと

令和8年度 国土交通省
モビリティ人材育成事業
に3年連続で採択決定
黒部、福山、豊岡、
松江、市原に拡大
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STEP

黒部は STEP２へ挑戦

● STEP2では、コミュニティドライバーの方々と一緒に課

題解決に向けた実証実験（マイクロプロジェクト）を実

施しました

● その活動の拠点として、モビLABを設立し、毎月1回集ま

りながらコミュニティドライバーを中心にマイクロプロ

ジェクトを推進していきました

1 2STEP

● 黒部はSTEP1を2024年度にやり

ました

● そこで解決したい課題と、それ

に取り組むキーパーソンとなる

コミュニティドライバーとつな

がりました
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黒部市に関する調査結果
（2021年〜2023年：トヨタモビリティ基金と共同で行った福祉分野の移動資源調査）

人口

4万
人

高齢化率

32
%

福祉車両

210
台

維持費は年間2億円、地域の移動手段は遍在

移動リソースを集約・一元化し、地域で利活用すべき
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STEP

黒部は STEP２へ挑戦

● STEP2では、コミュニティドライバーの方々と一緒に課

題解決に向けた実証実験（マイクロプロジェクト）を実

施しました

● その活動の拠点として、モビLABを設立し、毎月1回集ま

りながらコミュニティドライバーを中心にマイクロプロ

ジェクトを推進していきました

1 2STEP

● 黒部はSTEP1を2024年度にやり

ました

● そこで解決したい課題と、それ

に取り組むキーパーソンとなる

コミュニティドライバーとつな

がりました
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誰でも参加可能

あだ名で呼び合おう

グランドルールの作成

最高〇〇責任者を設定

出席の自由度

定期的なリアル開催

ミニインプット

人をだいじに進める仕組み

安
心
安
全
の
場
づ
く
り

モ
チ
ベ
｜
シ
ョ
ン
維
持

参加型合意形成

社会的距離の短縮と役割解除

インクルーシブ・コミュニティデザイン

習慣化と共同体学習

自己調整学習

マイクロラーニング

役割の再フレーミング
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介護が必要な方が電車で移動できるの？

43

要介護１までであれば
電車で移動できる可能性があるのではないか

この仮説をもって実証を行った

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５
総合事業
事業対象者

予防給付

生活介助（介護給付）

予防給付 介護給付 介護給付 介護給付 介護給付 介護給付市町村事業

状態維持・改善（予防給付）予防重視（地域支援事業）




